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1. 説明会の概要 

1.1 事業者の氏名及び住所 

事業者の氏名：BayWa r.e.Japan 株式会社 

       代表取締役 伊藤 正裕  

事業者の住所：東京都港区浜松町 2-1-17 松永ビル 4F 

 

1.2 対象事業の名称 

（仮称）神戸山田太陽光発電所建設事業 

 

1.3 説明会の開催概要 

（1） 説明会の開催日時 

第 1 回：平成 31 年 4 月 12 日（金）18:30～20:00 

第 2 回：平成 31 年 4 月 13 日（土）14:00～15:30 

 

（2） 会場名 

第 1 回：北区民センター本館 4 階 会議室 なでしこ 

第 2 回：山田地域福祉センター 

 

（3） 会場の収容人員及び会場の所在地 

会場の収容人員 

第 1 回：30 名 

第 2 回：40 名 

会場の所在地 

第 1 回：神戸市北区鈴蘭台西町１丁目 22-1 

第 2 回：神戸市北区山田町ガケノ上 18-3 

（4） 対象とした地域 

神戸市北区 

 

（5） 市民の出席者数 

第 1 回：3 名 

第 2 回：10 名 
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（6） 事業者側出席者 

事業者側出席者は、表 1-1 に示すとおりである。 

 

表 1-1 事業者側出席者 

区分 所属 備考 

事業者 BayWa r.e.Japan 株式会社  

説明者 復建調査設計株式会社 

環境影響評価書案作成者 

司会 復建調査設計株式会社 

説明者補助 

株式会社 G.R.C. 設計者 

寄神建設株式会社 工事会社 

 

（7） 周知の方法 

北区民広報紙（平成 31 年 4 月号）に、環境影響評価書案の説明会の開催案内を掲

載し、北区民に周知した。 

 



 3

2. 説明会の実施結果 

2.1 説明の内容 

説明の内容及び説明者は、表 2-1 に示すとおりである。 

 

表 2-1 説明の内容及び説明者 

説明の内容 説明者 

事業計画の概要 BayWa r.e.Japan 株式会社 

環境影響要因の抽出及び環境影響評価項目の選定 復建調査設計株式会社 

調査予測及び評価の手法 復建調査設計株式会社 

環境影響評価結果の概要 復建調査設計株式会社 

事後調査計画 復建調査設計株式会社 
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2.2 質疑応答の内容 

質疑応答の内容は、表 2-2～3 に示すとおりである。 

 

表 2-2  第 1 回説明会の質疑応答の内容（平成 31 年 4 月 12 日） 

質疑 応答 

 環境影響評価とは一体どのようなものなのでしょう

か。 

 環境影響評価とは、法令等に基づいて生活環境や自

然環境の現況調査と事業影響の予測・評価を行い、

適切な環境保全措置を検討・実施することにより環

境の保全を図っていく手続きになります。本事業は

神戸市の環境影響評価条例に基づいて、この手続を

進めております。 

 事業実施区域の面積は何坪になりますか。また、施

設用地の面積は何坪くらいですか。 

 事業実施区域の面積は大体 30 万坪で、このうち、

施設用地の面積は 13 万坪ぐらいになります。 

 一般的に環境影響評価にはどのくらいの時間がかか

りますか。また、工事期間はどれくらいですか。 

 現地調査に 1 年くらい要しますので、環境影響評価

は 2 年から 3 年かかります。また、工事期間は現状

の計画では 2 年 8 ヶ月を予定しております。 

 あらましの 25 ページにある景観のフォトモンター

ジュは非常にわかりやすいと思いますが、景観の予

測位置はどのように設定されたのでしょうか。 

 フォトモンタージュの予測地点は、あらましでは 1

地点しか示していませんが、地区周辺で 5 地点設定

しております。これらの予測地点は、大きく 3 つの

視点から設定しております。1 つ目の視点は展望地

とか散策地として観光資料等に上がっているような

地点、2 つ目の視点は集合住宅ある中で眺望のいい

地点、さらに 3 つ目の視点は集落等の地域住民の日

常生活においてよく通る場所や人が集まる場所で

す。こういった視点から予測地点を設定しておりま

す。 
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表 2-3(1)  第 2 回説明会の質疑応答の内容（平成 31 年 4 月 13 日） 

質疑 応答 

 施設の稼動が定常状態とはどういう状態のことです

か。 

 太陽光発電所が一旦稼動を始めますと、基本的に全

部のパネルで発電をするようになります。それを定

常稼動と説明しております。 

 試験稼動にはどのくらいの期間がかかるのか。  試験期間は、およそこの規模ですと 1 ヶ月～2 ヶ月

くらいになります。試験期間が終わった後、いわゆ

る商業運転ということになります。 

 3 ヶ月以降は定常状態ということになりますか。  はい、そのとおりです。 

 工事期間まで 2 年 8 ヶ月かかるということですが、

その間にもし豪雨が発生した場合には、工事関係者

がすぐ対応することは可能ですか。谷間ではものす

ごい水が出てくると思う。岩谷川が志染川と合流す

るところは、かなり渦を巻くような状態、冠水する

可能性が考えられるので。 

 工事中には降った雨の水は、一旦、2 箇所の調整池

に入ります。ここから出る水の量は、下流の川の流

下能力を越えては出ないように計算し、調整池を設

計しております。 

 一時的にはそこで雨水をプールするということです

か。 

 そのとおりです。当然、下流に川がありますので、

川の流下能力を越えてまでこの調整池から放流する

ということはございません。調整池の容量は、兵庫

県の基準に従って確保しております。 

 あらましの 12 ページ（3）の環境保全措置のところ

で、タイヤ洗浄機器の設置とあるが、タイヤを洗浄

すると汚染水が汚濁として出ると思うのですが、そ

の辺は環境アセスメントに入っているのですか。こ

のタイヤ洗浄機器とはどのようなものですか。 

 タイヤ洗浄機器とは、工事車両のタイヤを洗浄する

ためのプールようなものを考えております。 

 タイヤ洗浄プールはこの計画地の内側に設置し、工

事車両が出てくるときには、汚れたタイヤを造成地

内で洗って出てくると考えていいですか。 

 はい、そのとおりです。 

 事業実施区域内の既存の池は当然埋め立てるのです

か。その際の排水などはどうするのですか。池の水

をバキュームかなんかで吸い上げて流すのですか。

 工事にあたっては先に調整池を作ります。それが出

来上がった段階で、場内の水は一旦調整池へ入り、

それが下流に流れます。 

 水田に水を引く時期に調整池から濁水を流す場合に

は、水質を測るなど注意してほしい。 

 農業用水に対してはもちろん影響のないように農業

用水の基準以下の濁りで排出するように努めます。

 太陽光パネルの反射光について、反射光の角度は実

際に計算で予測したのですか。 

 そのとおりです。シミュレーションにより太陽の位

置とパネルの向きをもとに、実際にパネルに光が当

たって反射するかどうかを計算しております。 

 反射光で火災などが発生する可能性はあるのです

か。 

 それは考えられません。太陽光が一点に集まって集

電して 100 度とか 200 度になることはありません。

パネルの表面の素材がガラスで、その上のデコボコ

が光を乱反射するようになっていますので、光が集

まるということはありません。 

 太陽光パネルが壊れた場合は、ガスなどは出ません

か。 

 パネルの主な素材はガラスです。発電するのがセル

という部品で、半導体になります。あと、フレーム

はアルミニウムです。鉛等の有害物質は、一般的な

家電より非常に少ない数値となっております。 
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資料 2 説明会広報資料（北区民広報紙 平成 31 年 4 月号） 
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